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がバブルを引き起こすことを示した点が特徴といえる。   
オランダでの投機対象は球根であったが、これが銀行券、株券、土地に形を変えて世  
界各地で発生することになる。イギリスで新大陸開発を担当する会社への株券が高騰した  




ぼしている。 これらは、しかし局地的なバブルであり、その影響も当事国国民に限られて  
いたが、1929年に生じた経済史上最大の恐慌である世界大恐慌はアメリカ経済を10年に  
渡って不況に陥れたに止まらず、世界経済に連鎖を招くバブル崩壊であったこと、バブル  
の典型例的な要素を全て満たした恐慌であったことで興味深い。   
1920年代のアメリカは普遍的なバブルのごとく繁栄の極みを謳歌し、その中で2つの  
t バブルを経験したのであった。1つめはフロリダでの土地の高騰に対しての投機が盛んに  


























10   
て2度とバブルが発生しなかったのだろうか？答えはノーであった。恐慌の教訓は証券取  
引委員会の設置や投機に対する証拠金率の設定などシステムに関する修正をかけたのみで、  

































11   
一局面だとしても、景気上昇局面からのハードランディングは果たして不可避なのだろう  
か？不可避であるならその理由は、対策はどうなのだろうか、そのことを知るためにもバ  






























































とたんに馬鹿者になってしまう  シラー   
バブルの高揚時と暴落時は表裏一体の作用が発生すると前章で述べたが、バブルの発  
生が頻発する要因の中で市場主義社会の性格上、不可避的に発生するバブルを合理的バブ  
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ル、人間の集団行動がもたらすバブルを心理的バブルと坪ぶことにして、そこにどんな動  






































































15   
ない。この矛盾した問題を解決するにはどうすればよいのだろうか、それを第3章で述べ  

































16   
次に、1章で上げたバブルの典型例を挙げながらその経緯を直接的原因に照らし合わ  

































































に結び付けてしまう事態が発生することになる。   
これらの間接的原因は直接的原因が円滑に群衆に作用するために、補助的な役割を果  
たしている。そして、直接的原因は群衆行動、心理的バブルを起こし、合理的バブルと併  
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が困難といえよう。   
市場、マスコミ、市民に関する課題をの中で、市場に関してはバブルの潜荏的誘因が  
あるかぎり、今後なんらかの抜け道を使ってバブルが再燃する可能性があり、また、市民、  
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